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常盤台の景観を守る会 
    常盤台まちづくり委員会 
  

事務局 島田晴子  tel・fax  3960‐3869 

  

 

 ― 都心低空飛行問題について ― 
 

〇“「羽田空港の機能強化」地域の方を対

象とする説明会”があります 

[1]6 月 5 日（水）19 時から 20 時 30 分 大谷口地域

センター 洋室 A 定員：80 名 

[2]6 月 6 日（木）19 時から 20 時 30 分 成増アクトホ

ール  定員：350 名 

[3]6 月 10 日（月）19 時から 20 時 30 分 前野ホール 

レクリエーションホール 定員：90 名 

[4]6 月 13 日（木）19 時から 20 時 30 分 志村コミュ

ニティホール レクリエーションホール 定員：220 名  

※各会場とも先着順。直接会場へ（受付は 18 時 30

分から開始）。※内容は、国土交通省からの説明

（30 分）、質疑応答（60 分）を予定。 

「下記の地域に居住している方が優先して質問可

能」として板橋区の各町名を列挙しているが、「板橋

区にお住まいの方を対象に」というのだから制限す

るのはおかしい。また、「区外の方の参加、入場はで

きません」というのも、他区での情報を遮断するつも

りなのかと勘ぐってしまう。 

ともあれ、やっと実現した教室型説明会なので、

まだ説明会に参加していない人は是非行ってみてく

ださい。 

〇 見直し要請の陳情を提出 

 板橋区議会に提出していた守る会の陳情は、ずっ

と継続審議になっていた結果、先日の地方選挙で議

会が改選となり、継続審議はご破算となったので、

新しく５月２７日に出し直しました。 

  

 
〇 本屋さん復活 
 

 本屋さんができたそうだ、と言うニュースが

大げさに言えば駆け巡りました。小さなめだた

ない扉の雑居ビル２階でした。喫茶も兼ねてい

るのですが入ってみるとお茶飲みながら静か

に読書している人が数人、おしゃべりは遠慮さ

れます。待望の知的空間、つぶれないで欲しい

ものです。 
〇 政権与党の責任と批判精神 
 

 前号で名指しで自民党と公明党を批判しま

したが、それは両党が現在の政権与党であり、

政治の殆どの責任を担っているからです。安心

して任せられるなら良いのですが、現政権が数

を頼んで強行採決してきた事実は批判される

べきもので、羽田の問題も危惧されます。 
民主主義というものは、市民がしっかり常日

頃から政治を批判していなければならないの

ですが、この「まちづくりニュース」はニュー

トラル（中立）でなければならないと言う声を

聞きました。 
しかし、その人は中立の名の下に現状維持、

すなわち一方の側（すなわち体制側）を有利に

していることに気がついていないのです。ある

いは気がつかないふりをして責任を回避し、せ

っかく上げられた他者（多くは弱者）の意見を

抹殺しているのです。 
 常盤台住民は葬祭場建設反対運動やマンシ

ョン問題で「中立」という胡散臭い言葉の内容

を学んだはずです。 
 私たちの「まちづくりニュース」がミニコミ

紙として民主的に継続するために、基本的に体

制批判の立場を取るのは、当然担っていくべき

宿命なのだと思います。強いて言えば是々非々

主義なのですが、是の場合は特に取りあげるこ

ともなく、非の場合を問題とするわけで、「何

でも反対」派などとは違うのです。 



 
 
 
 
 
    
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

常
盤
台
公
園
の
は
な
づ
く
り 

  

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
地
上
部
が
枯
れ
て
き
た
の
で

Ｔ
さ
ん
が
不
自
由
な
姿
勢
で
何
日
も
か
け
て
堀
上

げ
ま
し
た
。
六
月
の
花
苗
の
植
え
付
け
準
備
が
で
き

ま
し
た
。 

 

幾
つ
か
の
球
根
は
、
駄
目
モ
ト
で
来
年
用
に
と
っ

て
お
き
ま
し
た
が
、
殆
ど
は
細
か
く
分
球
し
て
お

り
、
咲
い
て
も
縞
模
様
の
ウ
ィ
ル
ス
病
の
花
に
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
毎
年
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

球
根
は
新
し
く
買
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。 

 

今
年
の
マ
ー
マ
レ
ー
ド
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
用

に
冷
蔵
庫
に
ま
だ
三
十
個
ほ
ど
保
管
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
注
文
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

公
園
の
ベ
ン
チ
付
近
に
は
、
相
変
わ
ら
ず
タ
バ
コ

の
吸
い
殻
が
散
ら
か
り
放
題
で
す
。
愛
煙
家
の
マ
ナ

ー
は
悪
く
、
携
帯
用
吸
い
殻
入
れ
を
使
っ
て
い
る
人

は
ご
く
稀
で
す
。 

ま
た
、
公
園
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
達
の
受
動
喫

煙
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
お
店
や
社
内
で
の
喫
煙
が
厳

し
く
な
る
に
つ
れ
、
公
園
で
吸
う
人
が
増
え
て
き
た

こ
と
は
事
実
で
、
時
に
は
本
当
に
あ
ん
な
に
広
い
公

園
の
空
気
が
タ
バ
コ
臭
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

板
橋
区
の
幾
つ
か
の
公
園
で
犬
な
ど
の
動
物
を

連
れ
込
ん
で
良
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

常
盤
台
公
園
は
連
れ
込
み
禁
止
の
ま
ま
で
す
。
開
放

的
な
砂
場
や
保
育
園
児
の
園
庭
代
わ
り
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
衛
生
面
か
ら
許
可
さ
れ
な
い
の
で
し
ょ

う
。 

 

不
便
に
な
り
納
得
で
き
な
い 

お
年
寄
り
相
談
セ
ン
タ
ー
の
移
動 

  
1

丁
目
に
あ
る
「
相
談
セ
ン
タ
ー
」
は
か
つ
て
葬
祭

場
が
秘
密
裏
に
作
ら
れ
そ
う
に
な
り
、
近
所
の
人
達

の
反
対
運
動
が
起
こ
っ
た
の
で
、
板
橋
区
が
買
い
上

げ
、
集
会
場
と
し
て
ま
た
介
護
福
祉
の
セ
ン
タ
ー
と

し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
れ
が
突
然
六
月
か
ら
「
富
士
見
町
相
談
セ
ン
タ

ー
」
と
い
う
名
称
と
な
り
、
上
板
橋
駅
前
の
セ
ン
タ

ー
が
「
常
盤
台･

･
･

」
と
名
前
を
変
え
常
盤
台
の
人
は

そ
こ
ま
で
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
す
。 

な
ぜ
こ
ん
な
不
自
然
な
改
変
が
住
民
の
知
ら
な
い

間
に
行
わ
れ
て
し
ま
う
の
か
、
数
人
で
前
野
町
の
「
お

と
し
よ
り
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
ね
ま
し
た
。 

「
常
盤
台
地
域
セ
ン
タ
ー
」
は
科
学
技
術
館
裏
に
あ

り
、
上
板
橋
駅
の
方
が
近
い
の
で
常
盤
台
住
民
に
は

違
和
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
と
「
常
盤
台
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
（
無
理
に
？
）
一
致
さ
せ
る
た
め
、
従
来

の
「
常
盤
台･

･
･

」
を
移
動
さ
せ
、
常
盤
台
の
中
な
の

に
「
富
士
見
町･

･
･

」
に
す
る
、
六
月
か
ら
の
実
施
変

更
は
混
乱
を
招
く
の
で
出
来
な
い
、
の
一
点
張
り
で

す
。
こ
の
問
題
で
も
い
っ
た
ん
決
ま
っ
た
こ
と
は
頑

と
し
て
変
更
す
る
柔
軟
性
が
な
く
、
異
議
申
し
立
て

や
検
討
の
余
地
の
時
間
を
設
け
な
い
、
な
ど
の
お
役

所
仕
事
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

① 

従
来
通
り
の
呼
称
と
す
る
②
常
盤
台

1

・
二
丁

目
の
人
は
従
来
通
り
の
近
く
の
管
轄
に
す
る 

と
い
う
ご
近
所
の
人
の
要
望
は
取
り
あ
げ
ら
れ
ず
、

辛
う
じ
て
常
盤
台
の
中
な
の
に
「
富
士
見
町
」
の
施

設
で
あ
る
こ
と
の
矛
盾
に
つ
い
て
は
、
代
替
の
建
物

を
探
す
約
束
だ
け
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

駅
の
展
示
パ
ネ
ル
下
の
植
栽 

  

月
に
一
度
、
淑
徳
大
学
の
学
生
た
ち
が
大
学
ま
で 

の
道
を
ゴ
ミ
拾
い
し
て
い
ま
す
。
駅
前
の
花
壇
に
つ 

い
て
も
協
力
願
え
る
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
喜
ん
で
手 

伝
っ
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。 

 

た
だ
、
「
武
蔵
常
盤
小
径
」
の
下
の
部
分
は
、
東 

武
鉄
道
が
し
て
く
れ
る
そ
う
な
の
で
、
植
え
た
あ
と 

の
水
や
り
な
ど
の
た
め
に
待
機
し
て
も
ら
い
、
と
り 

あ
え
ず
ロ
ー
タ
リ
ー
の
花
壇
の
手
入
れ
を
お
願
い 

し
ま
し
た
。 

時
計
台
と
噴
水
の
所
の
花
壇
は
、
年
四
回
花
苗
の 

植
え
替
え
が
あ
り
ま
す
が
、
水
や
り
、
花
ガ
ラ
摘
み

な
ど
の
手
入
れ
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
ま
せ
ん
。
先
日

雑
草
が
抜
か
れ
ま
し
た
が
、
珍
し
い
こ
と
で
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
水
場
の
水
道
の
蛇
口
の
取
っ
手
が
外 

さ
れ
て
い
て
、
水
や
り
が
で
き
な
い
の
で
す
。
公
園 

課
に
聞
く
と
土
木
課
の
管
理
と
の
こ
と
。
土
木
課
の 

答
え
で
は
余
り
に
水
の
使
用
量
が
多
か
っ
た
の
で
、 

と
の
こ
と
。
こ
れ
か
ら
酷
暑
の
夏
だ
と
い
う
の
に
何 

を
大
事
に
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。 

 

Ｙ 
  

「
キ
ッ
チ
ン
と
き
わ
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
登
場 

  

先
日
レ
ト
ロ
な
食
堂
と
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
ド
ラ
マ

の
撮
影
に
来
た
そ
う
で
す
。
高
良
健
吾
が
で
る
「
夢

食
堂
の
料
理
人
」
七
月
二
三
日
（
火
）
七
時
半
～
に

放
送
さ
れ
る
と
か
。
秋
田
の
洋
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
設

定
で
、
オ
ム
レ
ツ
が
十
円
の
時
代
設
定
で
す
。 

「
キ
ッ
チ
ン
と
き
わ
」
は
東
京
新
聞
や
毎
日
新
聞
に

も
載
り
ま
し
た
が
、
記
事
の
切
り
抜
き
ぐ
ら
い
お
店

に
貼
っ
て
お
け
ば
良
い
の
に
、
あ
く
ま
で
宣
伝
に
頼

ら
ず
や
っ
て
い
き
た
い
街
の
お
店
の
よ
う
で
す
。 

  


